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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成21年12月24日(2009.12.24)

【公開番号】特開2002-265076(P2002-265076A)
【公開日】平成14年9月18日(2002.9.18)
【出願番号】特願2001-67381(P2001-67381)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｈ   3/06     (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ   1/06     (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ  27/08     (2006.01)
   Ｆ１６Ｈ  55/17     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｈ   3/06    ３５０Ｃ
   Ｆ１６Ｈ   1/06    　　　　
   Ｆ１６Ｈ  27/08    　　　　
   Ｆ１６Ｈ  55/17    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年11月6日(2009.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　シート収納手段に収納されたシートをシート給送手段により送り出す
ようにした給紙装置において、
　前記シート給送手段を駆動するための駆動部が、
　駆動源に接続された駆動歯車と、
　前記シート給送手段に接続され、前記駆動歯車と噛合する第１従動歯車と、
　前記第１従動歯車と噛合する第２従動歯車と、
　前記第１従動歯車に設けられ、前記シート給送手段の駆動を制御する欠歯部と、を備え
、
　前記第２従動歯車の歯は、歯先円より曲率の小さい円形状に形成された歯先形状を有し
ていることを特徴とする給紙装置。
　　【請求項２】　シート収納手段に収納されたシートをシート給送手段により送り出す
ようにした給紙装置において、
　前記シート給送手段を駆動するための駆動部が、
　駆動源に接続された駆動歯車と、
　前記シート給送手段に接続され、前記駆動歯車と噛合する第１従動歯車と、
　前記第１従動歯車と噛合する第２従動歯車と、
　前記第１従動歯車に設けられ、前記シート給送手段の駆動を制御する欠歯部と、を備え
、
　前記第２従動歯車の歯の回転方向下流側の側面に、歯元側から歯先面が無くなるように
形成された斜面形状を設けたことを特徴とする給紙装置。
　　【請求項３】　シート収納手段に収納されたシートをシート給送手段により送り出す
ようにした給紙装置において、
　前記シート給送手段を駆動するための駆動部を、
　駆動源に接続された駆動歯車と、
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　前記シート給送手段に接続され、前記駆動歯車と噛合する第１従動歯車と、
　前記第１従動歯車と噛合する第２従動歯車と、
　前記第１従動歯車に設けられ、前記シート給送手段の駆動を制御する欠歯部と、を備え
、
　前記第２従動歯車の歯の回転方向上流側の側面に、歯元側から歯先面が無くなるように
形成された斜面形状を設けたことを特徴とする給紙装置。
　　【請求項４】　前記第２従動歯車は、前記第１従動歯車の回転動作による衝撃を減少
させるためのダンパー歯車であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載
の給紙装置。
　　【請求項５】　画像形成部と、前記画像形成部にシートを給送する給紙装置とを備え
た画像形成装置において、
　前記給紙装置は、請求項１乃至４のいずれか１項に記載のものであることを特徴とする
画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１６】
　　【課題を解決するための手段】
　本発明は、シート収納手段に収納されたシートをシート給送手段により送り出すように
した給紙装置において、前記シート給送手段を駆動するための駆動部が、駆動源に接続さ
れた駆動歯車と、前記シート給送手段に接続され、前記駆動歯車と噛合する第１従動歯車
と、前記第１従動歯車と噛合する第２従動歯車と、前記第１従動歯車に設けられ、前記シ
ート給送手段の駆動を制御する欠歯部と、を備え、前記第２従動歯車の歯は、歯先円より
曲率の小さい円形状に形成された歯先形状を有していることを特徴とするものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　また本発明は、シート収納手段に収納されたシートをシート給送手段により送り出すよ
うにした給紙装置において、前記シート給送手段を駆動するための駆動部が、駆動源に接
続された駆動歯車と、前記シート給送手段に接続され、前記駆動歯車と噛合する第１従動
歯車と、前記第１従動歯車と噛合する第２従動歯車と、前記第１従動歯車に設けられ、前
記シート給送手段の駆動を制御する欠歯部と、を備え、前記第２従動歯車の歯の回転方向
下流側の側面に、歯元側から歯先面が無くなるように形成された斜面形状を設けたことを
特徴とするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
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　また本発明は、シート収納手段に収納されたシートをシート給送手段により送り出すよ
うにした給紙装置において、前記シート給送手段を駆動するための駆動部を、駆動源に接
続された駆動歯車と、前記シート給送手段に接続され、前記駆動歯車と噛合する第１従動
歯車と、前記第１従動歯車と噛合する第２従動歯車と、前記第１従動歯車に設けられ、前
記シート給送手段の駆動を制御する欠歯部と、を備え、前記第２従動歯車の歯の回転方向
上流側の側面に、歯元側から歯先面が無くなるように形成された斜面形状を設けたことを
特徴とするものである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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